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用した本市地場産品のＰＲについて
・普通交付税不交付団体となった際の
影響について
・市たばこ税の推移と分煙施設整備に
ついて
●教育費に係る歳入
■その他の主な質疑等
・教職員の学校給食費の納付方法につ
いて
・交流人口の増加を踏まえた文化財
や資料館の活用および宣伝方法につ
いて

●総務費
問 おおたプログラミング学校の成果な
どについて伺います。
答 受講生が上毛新聞社主催のプログ
ラミング大会で優勝し、今後もさまざまな
大会に参加する予定となっています。次
年度以降、一部カリキュラムの見直し・充
実を図り、定員の拡大も含め研究してい
きたいと考えます。
問 ＡＥＤの設置状況について伺います。
答 新たに公用バスに設置したほか、庁
舎に２台の増設を検討しています。また、Ａ
ＥＤ使用の際のプライバシー保護の観点
から、三

さんかくきん

角巾などをＡＥＤボックス内に配

■太田市高齢者就労促進施設条例の
制定について

歳 入
一　般　会　計

問 歳入決算状況における収入率の上
昇と収入未済額および不納欠損額が減
少した要因について伺います。
答 期間を定めて集中的に電話催告し、
催告書の送付などを積極的に行った結果
ととらえています。また、債権管理条例につ
いても適正な債権管理に寄与しており、
今後も引き続き、法令などに従い滞納の
未然防止に向けた早期着手、滞納処分に
よる回収を進めていきたいと考えます。
■その他の主な質疑
・ふるさと応援寄付金での返礼品を活

 決 算 特 別 委 員
（R6.9.9選任）

歳 出

　本会議で各常任委員会に付託された議案の審査結果について、定例会最
終日に行われた委員長報告から要旨を抜粋してお知らせします。

委員会では 委員会では 次の議案を審査しました次の議案を審査しました

■多文化共生センターおおた条例の
制定について
問 施設の貸し出し条件および利用料
金について伺います。
答 現在、太田市役所南庁舎を利用し
ている団体が引き続き利用するほか、本
条例に規定する施設の設置目的に沿っ
た利用であれば審査のうえ許可します。
利用料金はいずれも無料とすることを予
定しています。
問 供用開始日について伺います。
答 12月初旬にオープン式典および屋
外でのイベント開催を予定しています。
審査結果　原案可決

総務企画委員会

市民文教委員会
■太田市駐車場条例の一部改正につ
いて

都市産業委員会
■太田市営住宅条例の一部改正につ
いて
問 解体される新井東住宅について、現
在の入居世帯数の確認および直近で移
転した入居者の状況について伺います。
答 昨年度に２人、本年５月に最後の１
人の移転が完了したため、現在入居世帯
数は０となっています。移転された３人に対
しては、職員が近隣の市営住宅の紹介な
どを行ったものの、それぞれ施設への入所
や中古住宅を購入されたとのことでした。
問 解体後の跡地利用について伺います。
答 今後、同じ場所に市営住宅を建てる
予定はなく、普通財産に戻し、売却を予
定しています。
審査結果　原案可決

健康福祉委員会

や地域貢献活動への参加状況について
も判断材料となり得ます。
問 今後の本市奨学金制度の在り方に
ついて伺います。
答 本条例制定後、現在実施されてい
る太田市奨学金および笹川清奨学金に
ついては募集を停止し、制度の一元化を
図っていきたいと考えます。
審査結果　原案可決
■太田市学校教育センター条例の一
部改正について
問 ふれあい教室を利用する児童生徒
の健やかな成長のための環境づくりにつ
いて伺います。
答 近隣の九合バスケットボールコート
や市民会館周辺の緑地を利用するほか、
プランターを使用した作物の栽培など、さ
まざまな工夫を図っていきたいと考えます。
問 学校教育センターの移転に伴う教
職員への説明について伺います。
答 校長会、教頭会などを通じ各学校
へ説明を行い、反対意見がないことを確
認しています。
審査結果　原案可決

備することについては、止血や固定など
応急手当にも活用できることから、配備
を検討していきたいと考えます。
■その他の主な質疑等
・ホームページでの情報発信について
・シティライナーおおたの運行について
・男性職員の育児休業取得について
●民生費
問 保育園および認定こども園の入園
選考方法について伺います。
答 利用調整により保護者が希望する
園に入園できない場合もありますが、小
学校との保育教育のつながりを加味し、
選考指数が同一の場合は、希望施設と
同じ小学校区内の児童を優先するよう
基準の見直しを行いました。
問 低所得の子育て世帯ベーシック
サービス給付金について伺います。
答 義務教育を終了する児童を養育す
る低所得世帯に対して、児童の進学就
職準備費用を助成しています。令和６年
度までの時限制度ですが、今後はすべて
の子どもに同じサービスを提供すること
を目的に新たなベーシックサービスを検
討しています。
■その他の主な質疑等
・梅林の管理委託について
・ユニボイス導入について
・成年後見制度利用助成金について
●衛生費
問 健康教育における禁煙チャレンジの
概要と禁煙に向けた啓発活動について
伺います。
答 保健師が禁煙希望者に対し、３カ月
間継続して個別支援を行っています。ま
た、母子健康手帳交付時や乳幼児健
診、各種がん検診などさまざまな場面

で、面談によりタバコによる健康被害を
訴え禁煙を促すなどの啓発活動を行っ
ています。
問 ５歳児健診の実施に向けた考えに
ついて伺います。
答 本市では就学前の療育に結びつけ
るための事業として５歳児すこやか相談
を実施していますが、５歳児健診につい
ては国からの指針が示されたところであ
り、発達障がいの早期発見、乳幼児の切
れ目のない支援を目的に、実施に向けて
検討を進めていきたいと考えます。
■その他の主な質疑等
・有機フッ素化合物Ｐ

ピ ー フ ァ ス

ＦＡＳによる環境汚
染問題について
・クビアカツヤカミキリ防

ぼうじょ

除事業について
●労働費
問 女性活躍推進について伺います。
答 女性を対象に多様な働き方を推

すいしょう

奨 
するため、在宅ワークで活用できるスキ
ルを身に付ける講座を開催しました。ま
た、平成２７年度から実施している「おお
たなでしこ未来塾」についても、卒

そつじゅくせい

塾生
が起業するだけでなく、活躍の場やつな
がりの場として開催しているマルシェが
年々拡大するなど着実に効果を上げてお
り、女性の多様な働き方の推進につな
がっています。
■その他の主な質疑等
・地元企業への就職促進に向けた取り
組みについて
●農林水産業費
問 地域農業の将来の在り方について
伺います。
答 現在、アンケートや座談会など通し
て意見を聴き取りながら地域計画の策
定を進めています。特に座談会では各地

9月9日の本会議で設置された決算特別委員会に「令和5年度太田市一般会計歳入歳
出決算認定について」など7件の議案が付託され、9月18日から20日までの3日間に
わたり慎重に審査を行いました。各委員の審査後、総括質疑が行われ、採決の結果、
それぞれ認定すべきものと決定しました。
委員会審査での主な質疑、意見を委員長報告から抜粋してお知らせします。

決 算 特 別 委 員 会決 算 特 別 委 員 会

問 駐車場使用料の免除および不徴収
に係る規定の改正趣旨について伺います。
答 他の駐車場条例との整合性を図る
ために改正を行うものです。
審査結果　原案可決
■太田市行政センター条例の一部改
正について
問 北の杜学園の行事開催時における
駐車場の確保について伺います。
答 旧太田東小学校の校舎を使用して
いる太田工科専門学校と協議し、東本
町広場の代替場所として校舎北側駐車
スペースが利用できるよう調整していき
たいと考えます。
審査結果　原案可決
■太田市みらい給付型奨学金条例の
制定について
問 奨学生の資格要件である学力の判
定方法について伺います。
答 評定平均において一定の基準を設
けることを想定しているほか、面接などに
よる選考においては芸術分野での活躍

問 本施設の指定管理を予定する太田
市シルバー人材センターの事務所移転
の経緯および施設の指定管理委託料に
ついて伺います。
答 本所および新田支所の老朽化に伴
い、２つの事務所を統合し、市の中心で
ある宝泉地区に移転します。施設の指定
管理委託料は太田市シルバー人材セン
ターが施設管理に必要な経費を負担す
るため、市の負担はありません。
審査結果　原案可決
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